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－「薪セミナー」を開催－
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［
資
源
活
用
課
］
四
月
二
十
二
日
長
野
林
政
協

議
会
（
構
成
：
長
野
県
林
務
部
・
中
部
森
林
管

理
局
）
で
は
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

つ
と
し
て
「
薪
」
の
利
用
を
促
進
し
、
併
せ

て
、
農
山
村
の
身
近
な
産
業
と
し
て
薪
の
生
産

拡
大
を
図
る
た
め
、「
薪
セ
ミ
ナ
ー
」
を
中
部

森
林
管
理
局
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
近
年
、
石
油
価
格
の
高

騰
、
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
普
及
等
を
背
景
に
農

山
村
で
は
一
般
家
庭
向
け
の
暖
房
用
に
薪
ス

ト
ー
ブ
を
用
い
る
家
庭
が
増
大
し
て
お
り
、
ま

た
、
都
市
部
で
は
本
格
的
な
薪
釜
を
備
え
た
ピ

ザ
屋
が
相
次
い
で
新
規
開
店
す
る
な
ど
、
薪
の

需
要
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
四
氏
（
敬
称
省
略
）、
需

給
者
側
と
し
て
廣
瀬
直
之
（
東
京
燃
料
林
産
株

式
会
社
）・
滝
本
期
一
（
株
式
会
社 

高
善
商

会
）、
供
給
者
側
と
し
て
木
平
英
一
（
株
式
会

社 

デ
ィ
ー
エ
ル
デ
ィ
ー
）・
松
尾
秀
樹
（
薪
の

松
尾
）
を
お
迎
え
し
、
局
長
が
司
会
を
務
め
ま

し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
東
京
や
名
古
屋
・
神
戸
か

ら
の
流
通
問
屋
を
含
め
約
八
十
人
が
出
席
す
る

中
、
需
要
者
側
、
供
給
者
側
の
双
方
に
よ
る
事

例
紹
介
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
発
言
と
し
て
、
薪
に
は
楢
、
雑
薪
、
製

材
薪
の
三
種
類
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

あ
る
こ
と
か
ら
用
途
も
異
な
る
。
ま
た
、
暖
房

用
と
調
理
用
で
は
、
求
め
ら
れ
る
品
質
は
同
じ

で
は
な
い
。
薪
の
大
き
さ
が
生
産
者
に
よ
り
異

な
る
た
め
、
需
要
者
か
ら
不
満
が
出
る
場
合
が

あ
る
。
針
葉
樹
の
薪
は
広
葉
樹
に
比
べ
乾
燥
が

容
易
。
ま
た
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
で
あ
れ
ば
、
薪

ス
ト
ー
ブ
の
使
用
で
汚
れ
や
脂
で
問
題
に
な
る

こ
と
は
な
い
。
冬
の
長
い
寒
冷
地
で
は
、
年
間

の
灯
油
代
よ
り
安
く
つ
く
場
合
も
あ
る
。
ホ
テ

ル
で
は
薪
と
炭
の
併
用
が
み
ら
れ
る
。
山
村
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
境
界
の
明
確
化
を
含
め
原

木
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
が
課
題
。
等
の
ご

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
需
要
者
・
供
給
者
間

で
の
情
報
交
換
が
熱
心
に
行
わ
れ
、
長
期
間
乾

燥
が
必
要
な
た
め
広
大
な
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

確
保
や
原
木
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
な
ど
、

新
た
な
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
長
野
県
と
の
連
携

の
下
、
引
き
続
き
「
薪
」
に
つ
い
て
の
各
種
情

報
の
発
信
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
薪
」
を

含
め
た
木
材
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

善
光
寺
の
出
開
帳
が
平
成
二
十
五
年
四
月

二
十
七
日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で
、
両
国
の
回

向
院
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
開
帳
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を
目
的
と
し
て
お

り
、
戦
後
初
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は

善
光
寺
の
一
光
三
尊
、
阿
弥
陀
如
来
像
、
釈
迦

涅
槃
像
な
ど
を
開
帳
し
、
毎
日
法
要
が
と
り
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
当
組
合
が
、
善
光
寺
よ
り
出
開

帳
の
授
与
品
の
「
お
し
ゃ
も
じ
」
の
作
製
依
頼

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
お
し
ゃ
も
じ
」
の
材

長
野
森
林
組
合　

営
業
企
画
課

�

課
長
代
理　

佐
藤　

健
太
氏

薪セミナーの会場の様子

薪の生産現場（㈱DLD）長野県伊那市

授与品おしゃもじ

「
薪
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
」

善
光
寺
出
開
帳

「
お
し
ゃ
も
じ
」の
製
作

寄 

稿

寄 

稿
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料
に
は
、
当
組
合
と
中
部
森
林
管
理
局
と
の

「
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
協
定
」

に
よ
り
北
信
森
林
管
理
署
管
内
か
ら
出
材
さ
れ

た
ス
ギ
を
使
用
し
、
加
工
の
一
部
を
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
南
三
陸
工
場
に
依

頼
し
ま
し
た
。

　

同
工
場
は
宮
城
県
南
三
陸
町
の
廃
校
を
活
用

し
、
被
災
者
の
方
た
ち
の
雇
用
創
出
の
場
と
し

て
設
立
さ
れ
、
現
在
二
十
名
の
方
々
が
木
製
品

の
加
工
、
セ
ッ
ト
作
業
な
ど
の
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

震
災
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
被
災
地

の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
雇
用

の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
た

な
木
材
の
活
用
と
と
も
に
、
被
災
地
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

［
企
画
調
整
課
］
民
有
林
と
の
連
携
を
一
層
深

め
た
管
理
経
営
や
、
森
林
・
林
業
の
再
生
の
た

め
の
施
業
の
集
約
化
、
新
た
な
技
術
の
開
発
と

民
有
林
へ
の
普
及
等
に
つ
い
て
、
管
内
の
森
林

技
術
指
導
官
と
地
域
林
政
調
整
官
等
を
集
め
た

民
有
林
支
援
・
連
携
会
議
を
四
月
十
八
日
か
ら

十
九
日
に
か
け
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
、
山
元
次
長
よ
り
、
地
域
の
た
め

の
国
有
林
と
な
る
こ
と
、
地
域
関
係
者
や
民
有

林
と
の
連
携
を
一
層
深
め
た
管
理
経
営
を
進
め

る
こ
と
な
ど
の
挨
拶
の
後
、
局
各
課
よ
り
民
有

林
支
援
・
連
携
施
策
の
取
組
方
針
や
、
民
有
林

関
係
者
と
協
調
し
た
森
林
整
備
推
進
協
定
等
の

締
結
、
人
材
育
成
に
向
け
た
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
の
取
組
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
各
署
（
所
）
の
森
林
技
術
指
導
官

等
よ
り
民
有
林
関
係
者
か
ら
の
要
望
・
相
談
事

項
の
報
告
や
、
今
年
一
月
末
に
開
催
し
た
中
部

森
林
技
術
交
流
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
「
木
曽

谷
流
域
に
お
け
る
民
・
国
連
携
に
よ
る
林
業
再

生
へ
の
取
組
」
な
ど
三
題
の
発
表
を
受
け
、
今

後
、
よ
り
一
層
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
事
項
に

つ
い
て
確
認
、
共
通
認
識
を
も
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

二
日
目
は
、
林
野
庁
整
備
課
造
林
間
伐
対
策

室
の
中
本
課
長
補
佐
か
ら
「
森
林
整
備
事
業
の

概
要
」
と
題
し
、
主
に
森
林
環
境
保
全
直
接
支

援
事
業
（
造
林
補
助
事
業
）
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
た
、
長
野
県
林
務
部
森
林
政
策
課
丸
山

課
長
補
佐
よ
り
、
長
野
県
が
取
り
組
む
信
州

Ｆ
・
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
林
業
経
営

基
盤
づ
く
り
等
の
推
進
や
第
六
十
七
回
全
国
植

樹
祭
に
向
け
た
取
組
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
民
有
林
施
策
の
動
向
等

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
終
了
後
は
、
特
に
新
た
な
技
術
開

発
と
民
有
林
へ
の
普
及
に
つ
い
て
県
別
に
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
「
過
去
に
列
状
間
伐
を
実
行
し

た
箇
所
に
お
け
る
二
回
目
の
間
伐
」
や
「
伐

採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
」
な

ど
に
今
後
全
署
共
通
事
項
で
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。　

　

今
後
と
も
民
有
林
に
対
す
る
支
援
・
連
携
や

技
術
の
開
発
・
普
及
に
向
け
た
取
組
等
に
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

 ［
北
信
署
・
中
信
署
・
東
信
署
・
南
信
署
］

　

本
年
二
月
に
実
施
し
た
カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
、
九
作
品
を
、
入
賞
作

品
の
撮
影
箇
所
で
あ
る
各
市
町
村
へ
各
署
長
か

ら
贈
呈
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
贈
呈
市

町
村
、
小
諸
市
・
信
濃
町
・
長
野
市
・
高
山

村
・
松
本
市
・
茅
野
市
・
川
上
村
）。

　

ま
ず
、
五
月
九
日
の
東
信
署
か
ら
小
諸
市
へ

の
贈
呈
に
始
ま
り
、
信
濃
町
・
茅
野
市
・
松
本

市
へ
の
贈
呈
が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

高
峰
高
原
を
撮
影
し
た
作
品
を
贈
呈
さ
れ
た

小
諸
市
長
か
ら
「
大
変
す
ば
ら
し
い
パ
ネ
ル
を

い
た
だ
い
た
。
小
諸
市
は
全
体
が
カ
ラ
マ
ツ
林

な
の
で
そ
の
美
し
さ
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
気
が

つ
か
な
か
っ
た
。
早
速
、
市
民
に
も
見
て
も
ら

え
る
よ
う
市
庁
舎
入
口
の
ロ
ビ
ー
に
飾
り
た

南三陸町でのおしゃもじ作製風景

民
有
林
支
援
・

　

連
携
担
当
者
会
議
の
開
催

会議の様子（中部森林管理局）

カ
ラ
マ
ツ
黄
葉
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
を
市
町
村
贈
呈

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

東信署長と小諸市長


